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ロ バ ー ト ・W・ ア ス ピ ノ ー ル(RobertW.AspINALL)

滋 賀 大 学 経 済 学 部 。 専 門 分 野:政 治 学 、 教 育 学 。 主 要 業 績:

2006・``UsingtheParadigmof`SmallCultures'toExplainPolicyFailure

intheCaseofForeignLanguageEducationin∫apan,"丿b卯oηn)7z〃2,vol.

18,no.2(July2006),pp.255-274.2006・``TheRiseandFallofNik-

kyoso:ClassroomIdealism,UnionPowerandtheThreePhasesofJapa-

nesePoliticssince1955"inRikkiKirstenandDavidWilliams,eds.,7乃 ε

五φ'瞬 加3加 ρ'ηg(～々 4ρ 砌 ε5εD8初oα αの,,pp。65-81.RoutledgeCurzon .

2003・"JapaneseNationalismandtheRefb㎜ofEnglishLanguageTeach-

ing,"inCα η 疏ε ノ勿 αηθ3θC乃 αη9θZら θかEぬcα'∫oη&ソ5'ε 濯2,ed.Roger

GoodmanandDavidPhillips(intheseriesOxfbrdStudiesinComparative

Education).2001・7診 αc乃ε君∫'劭 ∫oη5αη4劾81)01〃 ∫05ρプEぬcα 〃o〃 ∫ηカ ー

p砌(StateUniversityofNewY6rk.2001・``LoweringtheFlag:Democ-

racy,Authority,andRightsatTokorozawaHighSchool"[co-authoredwith

PeterCave],300'α13c沱 ηoθノ@α η」∂〃7η01,vol.4,no.1(April2001),pp.

77-93.

猪木武徳 (INOK[Takenori)

国際 日本 文化研 究セ ンター 。専 門分野:労 働経 済学 、経済思想 、

日本経 済論。 主要業績:2004・ 『文芸 にあ らわれた 日本 の近代:

社 会科学 と文 学の あい だ』 有斐 閣.2002・ 『ホ ワイ トカ ラー の人

材 形成:日 米英独 の比較 』(小 池 和男氏 と共編 著)東 洋経 済新報

社.2001・ 『雇 用政策 の経済分析 』(大 竹文雄氏 と共編著)東

京 大学出版会.2001・ 『自由 と秩 序一競争社会の二つ の顔』 中央

公論新 社.2000・ 『経済成長 の果 実』(『 日本の近代』第7巻)

中央公論新社.

ケ イ ト ・エ ル ウ ッ ド (KateELwoOD)

早 稲 田 大 学 商 学 学 術 院 。 専 門 分 野:英 語 、 英 米 文 学 。 主 要 業

績:2006・``AmusingRefUsals:AnAnalysisofHumorousNega-

tiveResponsesin`Seinfbld,"'早 稲 田 商 学 文 化 論 集 第28号 、

187-218頁.2006・"AnApplicationoftheGeneralTheoryofVbr-

balHumortoTwoAmericanSitcoms"、 早 稲 田 商 学 文 化 論 集 第

199
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29号 、21-41頁.2006・"AnAnalysisof25JobApplicationE-mails

WrittenbyAmericanStudents"、 文 体 論 研 究 第52号 、57-70頁.

2005・``TheTroublesofOthers=ACross-CulturalAnalysisofResponses

toGriping"、 早 稲 田 商 学 文 化 論 集 第27号 、213-236頁.2004・"An

ExaminationoftheParametersofCulturalAppropriacyinLanguage"、 早

稲 田 商 学 文 化 論 集 第26号 、629-651頁.

奥 忍(OKuShinobu)

岡 山 大 学 教 育 学 部 ・兵 庫 教 育 大 学 連 合 大 学 院 教 育 学 研 究 科 。専

門 分 野:音 楽 教 育 学 。主 要 業 績:2006・"Ritualeinderjapa-

nischenSchule,"inBem[dClausen,ed.,R∫ 吻01aAisthesisV6rlag.

2003・ 「民 話 を ミ ュ ー ジ カ ル 化 す る 一 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の

育 成 」 『音 楽 学 習 の フ ロ ン テ ィ ア 』 玉 川 大 学 出 版 、2000・ 「音

楽 教 員 養 成 機 関 に お け る 入 学 試 験 制 度 に 関 す る 比 較 教 育 学 的 研

究 」 『音 楽 教 育 学 研 究1』 日 本 音 楽 教 育 学 会 編 、 音 楽 之 友 社 、

1998・``PulseDeviationonSingingEnka,"8ε α厂c腕ηg・プ∂厂oハ セwノ)α70.

読g刑(ゾ ㎜5'cEぬco'∫oηRθ3ε α励,KoreanMusicEducationalSociety,

1998・"Middle-andolderWomenandKaraoke,"K∂7αo舵 α70砌 め 加

夙)714ed.T6ruMitsuiandSh貢heiHosokawa,Routledge.

奥 田 博 子(OKuDAHiroko)

南 山 大 学 外 国 語 学 部 。 専 門 分 野:コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ス タ デ ィ

ー ズ
。 主 要 業 績:2006・ 「意 見 広 告 の 行 為 論 的 レ ト リ ッ ク 分 析 」

『言 語 科 学 の 真 髄 を 求 め て 』(ひ つ じ書 房)311-326頁 、2005・

「政 党 の 政 治 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 訴 求 力 」 『新 記 号 叢 書 流 体 生

命 論 』 慶 應 義 塾 大 学 出 版162-182頁 、2005・"Murayama'sPoliti-

calChallengetoJapan,sPゆlicApolog》 ず'1泌ε厂ηα"oηα1α刀4、傭 εκ〃〃〃厂α1

Co海 御襯 たo'∫oηオ朋 〃α128(NationalAssociationofCommunication),pp.

14-42.

ヘ ル マ ン ・ゴ チ ェ フ ス キ (He㎜annGoTTscHEwsKI)

東 京 大 学 大 学 院 総 合 文 化 研 究 科 超 域 文 化 科 学 専 攻 。 専 門 分 野:音

楽 学 。 主 要 業 績:2006・"De且ningthe℃hildrenoftheNation':Three

StagesofChildren'sMusicinModernJapan"(co-authorwithMachiko

Gottschewski),inル 勧5∫6α1C痂1励ooみ αη4'乃 θC〃1'〃 形5(ゾ 】匠)厩乃,ed.Su-

sanBoyntonandRoe-MinKok.Middletown:W6sleyanUniversityPress,
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pp.256,169-186、2005・"MusikalischeSchri且systemeunddieBedeu-

tungihrer,PerspektivelfUrdieMusikkulturEinV6rgleicheuropaischer

undjapanischerQuellen,"in3c加 哲.血 〃〃πθc肋 ∫んzw∫3c舵 η・4〃9ε,魚 刀6

跏4ハ 勿3c痂 〃ε,hg.vonGemotGmbe,W6merKoggeundSibylleKramer,

MUnchen:WilhelmFinkV6rlag,S.253-278、2004・"PoesieundMusik:

DasjapanischeKlavierlieduml920,"inハ 血 戯01おc乃 θ11γ磁,Teil2,hg.von

He㎜annDanuser(五 伽 伽c乃 漉7ル 傭 励3c伽Gα 伽gθ η,Band8,2),

Laaber::Laaber-Vbrlag,S.364-384.(Koautorin:MachikoGottschewski),

2003・``Hoikush6kaandthemelodyoftheJapanesenationalanthem`Kimi

gayo"'保 育 唱 歌 と 「君 が 代 」 の メ ロ デ ィ ー,」 ∂〃7ηα1(ゾ'加80c'の,ノb厂

Rε5εακ 配 η.48'o'1c漁81c[ofJapan],No.68,S.(1)一(17)und(23)一(24)、

1996・D'ε 加'εηフ勉 α'∫oηαな κ 〃η3∫wθ沈 漁5沈 α1∫5c舵 挽'磐 θ8'01'襯9〃 雇

劾肥 ・肋 α加 ε α脚Bφ μ θ1voη 晩 〃θ一瀚9ηoη 一K1αv∫εアo吻 盈 駕例 α〃3漉 用

ノ召伽1905.(MitvierseparateGraphikenundeinerCD)LaabeL

近 藤;祐 一(KONDOY面chi)

立命館 ア ジア太 平洋大 学。 専 門分 野:国 際教育 ・異 文化 間 コ ミュ

ニ ケーシ ョン。 主要業績:2004・ 「大学 にお ける異 文化 コ ミュニ

ケー シ ョン教育:教 育法再考一一異 文化 トレーニ ング ・アプ ロー チ

の可能 性」 、共著 、 『2003年 日本 コ ミュニケー シ ョン研 究者 会議

プ ロシーデ ィングス』 第14号75-127頁 、町恵理子 、2001・ 「大学

にお ける留学 生 の異文化 コ ミュニケー シ ョンー中国人 ・韓 国人留

学生 と 日本 人教職員 」、単著 、 『アカデ ミア』文 学 ・語 学編 、第

69号 、107-122頁 、1999・ 『国際 ビジネ スパスポー トー日本 で外 国

人 と仲 よ く働 く方 法』、共著(監 修)、 中部ニ ュー ビジネス協議

会 、加 藤都 、丸 山茂樹 、浜 田吉司 、間瀬 英男、荻 野泰夫 、奥村盛

滋 、共 同執 筆、1997・ 『ア メ リカ留学 生活体験 ブ ック』 、共著 、

アル ク、AnnHelm、 堀江学 、KayA.Thomas、 横 田雅 弘、共 同執

筆 、1992・ 『外 国人留学生 との コ ミュニケー シ ョンハ ン ドブ ック
ートラブルか ら学ぶ異文化理解』

、共著、アル ク、大橋敏子 、秦喜

美江 、堀江学 、横 田雅 弘、共 同執筆.

オ リ ヴ ィ エ ・ジ ャ メ(OlivierJAMET)

天 理大学 国際文化 学部言語 教育研 究セ ンター。 専 門分 野:外 国人

のた め の フ ラ ンス語教 育 ・現 代 フラ ンス社会 ・フラ ンス 、 ロシ

ア、 日本 な どの近 代文 学 ・自然 主義 ・比較文 学 等。 主 要業 績:
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1992・ 「会 話 の 授 客 一経 験 と反 省 外 国 語 教 育 」 天 理 大 学 外 国 語 教

育 セ ン タ ー17、1992・ 「 『そ れ か ら 』 に 於 け る 生 と 死 、 審 美 主

義 、 孤 立 、 社 会 的 地 辷 り 、 疎 外 、 没 落 」 天 理 大 学 学 報169、1991・

「LL(3,4年)授 業 の 経 験 外 国 語 教 育 」 天 理 大 学 外 国 語 教 育 セ ン タ

ー16
、1991・ 「漱 石 『門 』 に 於 け る 孤 立 、 疎 外 、 彷 徨 、 袋 小 路 」

天 理 大 学 学 報168、1991・ 「漱 石 の 『行 人 』 に お け る 孤 立 、 疎 外 、

救 い 」 天 理 大 学 学 報166.

ザ フ ラ ー ・タ ー ヘ リー ・ハ ギ ー ギ ー(ZahraTAHER【Haghighi)

東 京 外 国 語 大 学 外 国 語 学 部 ペ ル シ ャ 語 学 科 。 専 門 分 野:ペ ル シ

ャ 語 ・ペ ル シ ャ 文 学 。 主 要 業 績:Huzur-ipeydavapenhan:zandar

mutun-isu且yyeh(TheAbsenceandPresenceofWomeninPersianSu且

Literature),TheInstituteofAsianandA丘icanStudies,TokyoUniver-

sity(fbrthcoming)、ALostVbice:TheFirstFeminineVbiceinPersian

Literature,translatedintoJapanesebyNahoOnoderaandShuriSuzuki

(fbrthcoming)、Sukuti-iKohan-iAyeneha:negahibezendegivashi'r-i

Alamt句Ghaem-Maghami,(SilenceoftheMirror:Alam匂Ghaem-Magha-

mi'sLifbandPoetry),(fbrthcoming)、1997・jPεg励 一'〈厭 肋3励(collec-

tionofpoems),Maryland:LangleyPrintingInc.、1990・ ル痂4(collec-

tionofpoems),Berkeley:IranianStudiesGroup.

趙 寛 子(CHoKwarja)

中 部 大 学 人 文 学 部 。 専 門 分 野:日 韓 の 近 代 思 想 史 ・文 化 史 。 主

要 業 績:2006・ 「脱/植 民 地 と 知 の 制 度 一一朝 鮮 半 島 に お け る 抵

抗 一動 員 一翼 賛 」 、 倉 沢 愛 子 他5人 編 『岩 波 講 座 ア ジ ア 太 平 洋 戦 争

第3巻 動 員 ・抵 抗 ・翼 賛 』 、2006・ 「韓 国 の 「過 去 清 算 」 と 「過

去 史 論 争 」 」 、 中 部 大 学 国 際 人 間 学 研 究 所 『ア リー ナ 』 第3号 、

2004・ 「徐 寅 植 の 歴 史 哲 学 一一世 界 史 の 不 可 能 性 と 「私 の 運 命 」 」

『思 想 』957号 岩 波 書 店 、2003・ 「日 中 戦 争 期 の 「朝 鮮 学 」 と

「古 典 復 興 」 一 植 民 地 の 「知 」 を 問 う」 『思 想 』947号 、2003・ 趙

寛 子 「植 民 地 帝 国 日本 と 「東 亜 協 同 体 」 一一自 己 防 衛 的 な 思 想 連 鎖

の 中 で 「世 界 史 」 を 問 う」 朝 鮮 史 研 究 会 『朝 鮮 史 研 究 会 論 文 集 』

第41号.

トプ ラ マ オ ー ル ・A・ キ ャ ー ミル(TopLAMAoGLuA.Kamil)
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大 阪外国語大 学外 国語 学科 中東 地域文化 専攻。主 要業績:2006・

「トル コのカフ ヴェに集 まって」 『月刊 みんば く』第30巻 第5号 通

巻第344号 、2005・ 「日本語 ・トル コ語電子辞書 作成 にお ける問題

点 と解決 」言語処理学会 第11回 年次大会2005年3.月14日(月)一3月

18日(金)、2005・ 「トル コ語 にお け るyes-noの 疑 問の構 造文 」言

語 処理 学会 第11回 年 次大会2005年3,月14日(月)一3,月18日(金)、

2003・ 『楽 し く学 べ る トル コ語:旅 行 に行 って 困 らない基礎 知

識』堀川徹 、 トプラマ オール ・A・ キャー ミル 、谷真澄編 、京都外

国語 大学 、1992・ 「日英 ・土英通商 条約 の比較研 究」 『京都大 学

法学論叢』(130巻5号)

長 渡 陽 一(NAG訂oY6ichi)

東 京外 国語 大学。 専門分 野:言 語学(ア ラ ビア語)。 主要業績:

2003・ 「朝鮮語 ソウル方言 の音節頭 子音 と名詞 の音調 形」 『音声

研 究』7、2002・ 日本 音声 学会 「マル タ語 の動詞 語幹 母音 再建 」

『ア ジア ・アフ リカ言語文化研 究』64/東 京外 国語 大学 アジア ・ア

フ リカ言語文化研 究所.

ジ ェ ー ム ス ・C・ バ ク ス タ ー(JamesC.BAxTER)

国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 。 専 門 分 野:日 本 近 ・現 代 史 。 主 要 業

績:2006・``lntroduction,"inJamesC.Baxter,ed.,茄3'07∫cα1Coη3c'o〃3一

ηε∬ α〃4Mb(か η」4ραηε8ε 險1〃θ3.Kyoto:IntemationalResearchCenter

fbrJapaneseStudies、2006・``Foreword,"inDavidLHowellalldJames

C.Baxter,eds.,H競oリ ノα掘1耳b1ん10君83∫ 〃読 ε3'〃4ρ αη.Kyoto:Intemational

ResearchCenterfbrJapaneseStudies、2004・"lntroduction,"inJamesC

Baxter,ed.,0加 ε厂レ∫ηgノ 切ワoηノあo〃2〃7劾 加'Pε 仰 εα'vθ3qプ1如 厂8碆η3c乃01一

α厂3Rε3∫漉 漉 加 ノ4ρ砌.Kyoto:Intem[ationalResearchCenterfbrJapanese

Studies、2001一 ・Editor-in-Chief;」 吻 αη.Rθv∫εw(refbreedannualjournal

oftheIntemationalResearchCenterfbrJapaneseStudies)、1994・ 跣 θ

漉 グ'θ 力茆cα'ノoη 漉m〃9乃 功 θ 五εη3(～厂B乃 ∫んαwαP召 ψ 伽 厂8.Cambridge:

HarvardUniversityCouncilonEastAsianStudies.

ハ ナ ー ン ・ラ フ ィ ー ク(HANANRa且kMohamed)

カイ ロ大 学 ・東 京 外 国語 大学 。 専 門分 野:言 語 学。 主要業 績:

2006・ 「日本人 ア ラビア学習者 の ビジター ・セ ッシ ョンー 実 践報

告一 」 『東京 外 国語 大学論集 』voL72.171-188頁.2005・ 「ア ラ

ビア語 の音声 と 日本語音 声習得 上の問題点 」 『新版 日本語教 育辞
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典』大修館 書店、2004・ 「エ ジプ ト人のた めの 日本語音声 日本

語版 とア ラビア語版」 ダール キバ ー出版社発 行(中 東 ア ラブ人 日

本語学習者 向 けの最初の 日本語音声教材).

藤 家 洋 昭(HuzIIEHiroaki)

大阪大学外国語学部。専門分野:記 述言語学。

藤;石貴代(FuJIIsHITakayo)

新 潟大 学 人文 社 会教 育 学系 比較 社会 文化 系列(人 文 学部 東洋 文

化 講 座)。 専 門 分 野:朝 鮮 近 代文 学。 主 要 業 績:(編 著 書)

2005・ 『金鍾 漢 全集 』 緑蔭 書房 、2004・ 論 文 『日本 にお け る李

箱 文学 研究一現 況 と課題 』(朝 鮮語),李 箱REVIEW(李 箱 文学

会),3輯,183-200頁 、1999・ 論文 『金 南天 の 「経営」 「浪費 」

「麦 」連 作 について』朝鮮学報,171輯,103-143頁 、1998.(論

文)『 金斗鎔 と在 日朝鮮人 文化運動』,近 代 朝鮮文学 にお ける 日

本 との関連様相(科 学研 究費基盤研 究B(1)研 究成果 報告書),

191-227頁 、1989・ 論 文 『金 鍾 漢 論 』 九 州 大 学 東 洋 史論 集,

17輯,157-222頁.

堀 江 未 来(HORIEMiki)

名 古 屋 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 。 専 門 分 野:国 際 教 育 政 策 異 文 化 間

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 。 主 要 業 績:2003・"lnternationalStudentsand

IntemationalizationofHigherEducationinJapan:InteΦretiveStudywith

PolicyMakersandInternationalEducators."Ph.D.Dissertation,University

ofMinnesota,181p、2002・"TheInternationalizationofHigherEduca-

tioninJapaninthe1990's:AReconsideration,"研g舵 厂Eぬcα'∫oη,vol.43,

no.1,pp.65-84、1999・``lnterculturalEducation:AReviewofTheories

andConcepts,"『 留 学 生 交 流 ・指 導 研 究 』vol.2,pp.15-22、1996・
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